
第 56 期　決　算　公　告

貸　借　対　照　表

（2026年３月31日現在）

(単位：百万円)

科　目 金　額 科　目 金　額

（資 産 の 部） （負 債 の 部）

134,400  84,355  

現 金 及 び 預 金 2,002  19,486  

電 子 記 録 債 権 570  6,656  

売 掛 金 41,796  12,415  

契 約 資 産 4,773  4,282  

商 品 及 び 製 品 220  4,625  

仕 掛 品 2,278  36,445  

前 渡 金 34,712  373  

預 け 金 46,623  32  

そ の 他 1,421  37  

56,274  10,785  

1,787  9,432  

建 物 1,283  1,352  

工具、器具及び備品 503  95,140  

8,550  

ソ フ ト ウ ェ ア 6,854  （純 資 産 の 部）

ソフトウェア仮勘定 1,695  92,918  

そ の 他 0  20,000  

45,937  21,797  

投 資 有 価 証 券 6,282  5,000  

関 係 会 社 株 式 27,900  16,797  

関 係 会 社 出 資 金 18  51,120  

長 期 前 払 費 用 411  51,120  

前 払 年 金 費 用 4,382  繰 越 利 益 剰 余 金 51,120  

敷 金 及 び 保 証 金 244  2,615  

繰 延 税 金 資 産 6,253  2,615  

そ の 他 443  95,533  

190,674  190,674  

2026年６月17日

そ の 他 利 益 剰 余 金

資 産 合 計

純 資 産 合 計

負 債 及 び 純 資 産 合 計

その他有価証券評価差額金

評 価 ・ 換 算 差 額 等

利 益 剰 余 金

株 主 資 本

資 本 剰 余 金

資 本 金

そ の 他

そ の 他 資 本 剰 余 金

資 本 準 備 金

負 債 合 計

流 動 資 産 流 動 負 債

買 掛 金

未 払 費 用

契 約 負 債

未 払 金

プログラム補修引当金

未 払 法 人 税 等

未 払 消 費 税 等

受 注 損 失 引 当 金

預 り 金

投 資 そ の 他 の 資 産

無 形 固 定 資 産

退 職 給 付 引 当 金

固 定 負 債固 定 資 産

有 形 固 定 資 産

東京都品川区東品川四丁目12番７号

株式会社日立ソリューションズ
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損　益　計　算　書

自 2025年４月１日

至 2026年３月31日

(単位：百万円)

科　　　　　　目 金　　　　　　額

221,262

156,215

売 上 総 利 益 65,047

33,357

営 業 利 益 31,690

9,619

493 10,113

698

270

74

1

587 1,632

経 常 利 益 40,171

40,171

7,865

199 8,064

32,106

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法人税、住民税及び事業税

売 上 高

売 上 原 価

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費

雑 収 入

受 取 利 息 及 び 配 当 金

雑 損 失

営 業 外 費 用

営 業 外 収 益

減 損 損 失

固 定 資 産 処 分 損

関 係 会 社 株 式 評 価 損

関 係 会 社 出 資 金 評 価 損

( )
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株主資本等変動計算書

自 2025年４月１日

至 2026年３月31日

(単位：百万円)

その他利益

剰余金

繰越利益

剰余金

当期首残高 20,000 5,000 16,797 21,797 43,616 43,616 85,413

当期中の変動額

剰余金の配当 △24,601 △24,601 △24,601

当期純利益 32,106 32,106 32,106

株主資本以外の項目の

当期中の変動額（純額）

当期中の変動額 合計 ─ ─ ─ ─ 7,504 7,504 7,504

当期末残高 20,000 5,000 16,797 21,797 51,120 51,120 92,918

株　主　資　本

資本金
資本剰余金

合計

資本準備金

資本剰余金

株主資本

合計

利益剰余金

合計

利益剰余金

その他資本

剰余金

( )

(単位：百万円)

当期首残高 1,773 1,773 87,186

当期中の変動額

剰余金の配当 △24,601

当期純利益 32,106

株主資本以外の項目の

当期中の変動額（純額） 842 842 842

当期中の変動額 合計 842 842 8,346

当期末残高 2,615 2,615 95,533

純資産合計

評価・換算差額等

その他有価証

券評価差額金

評価・換算

差額等合計
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個　別　注　記　表

（重要な会計方針に係る事項に関する注記）

１．資産の評価基準及び評価方法

　(1) 有価証券

　　　子会社株式及び関連会社株式 移動平均法による原価法

　　　その他有価証券

　　　　市場価格のない株式等以外 決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法に

　　　のもの より処理し、売却原価は移動平均法により算定）

　　　　市場価格のない株式等 移動平均法による原価法

　(2) デリバティブ 時価法

　(3) 棚卸資産

　　　商品及び製品 移動平均法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切

下げの方法）により算定

　　　仕掛品 個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げ

の方法）により算定

２．固定資産の減価償却の方法

　(1) 有形固定資産 定額法

　　　（リース資産を除く）

　(2) 無形固定資産 定額法

　　　（リース資産を除く） なお、市場販売目的のソフトウェアについては、見込販売期間(３年以内)

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 における見込販売収益に基づく償却額と販売可能な残存販売期間に基づく

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 均等配分額を比較し、いずれか大きい額を計上する方法、自社利用のソフ

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 トウェアについては、社内における利用可能期間（５年）に基づく定額法

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 によっております。

　(3) リース資産 所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法を採用しておりま

 　　　　　　　　　　　　　　　　　 す。

３．引当金の計上基準

　(1) 貸倒引当金 営業債権等の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実

績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を検

討し、回収不能見込額を計上しております。

　(2) 受注損失引当金 ソフトウェア・サービスの請負契約に基づく開発のうち、当事業年度末で

将来の損失が見込まれ、かつ、当該損失額を合理的に見積ることが可能な

ものについては、翌事業年度以降に発生が見込まれる損失額を計上してお

ります。

　(3) プログラム補修引当金 プログラムの無償補修費用の支出に備えるため、過去の実績率に基づく将

来発生見込額を計上しております。

　(4) 退職給付引当金 従業員の退職給付に備えるため、期末における退職給付債務及び年金資産

の見込額に基づき計上しております。

退職給付引当金及び退職給付費用の処理方法は以下のとおりです。

①退職給付見込額の期間帰属方法

　退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期

　間に帰属させる方法については、給付算定式基準によっております。

②数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

　数理計算上の差異については、その発生時における従業員の平均残存勤

　務期間による定額法により、翌事業年度から費用処理することとしてお

　ります。

　過去勤務費用については、その発生時における従業員の平均残存勤務期

　間による定額法により費用処理しております。
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４．収益及び費用の計上基準

　　当社は、以下の５ステップアプローチに基づき、収益を認識しております。

　　　ステップ１：顧客との契約を識別する。

　　　ステップ２：契約における履行義務を識別する。

　　　ステップ３：取引価格を算定する。

　　　ステップ４：取引価格を契約における別個の履行義務へ配分する。

　　　ステップ５：履行義務を充足した時点で(又は充足するにつれて)収益を認識する。

　　当社では、システム構築事業、サービス事業、プロダクト＆パッケージ事業及び情報処理機器事業を行って

　おります。システム構築事業では、コンサルティング、ソフトウェアの受託開発及び運用するために必要なシ

　ステムエンジニアリングの提供を行っております。サービス事業では、クラウドサービス、サブスクリプ

　ション、BPO及び保守サービスの提供を行っております。プロダクト＆パッケージ事業では、各種ソフトウェ

　アプロダクト及びパッケージの販売を行っております。情報処理機器事業では、情報処理機器及びソフトウェ

　アを組み合わせた情報処理システムの販売を行っております。

　　システム構築事業やサービス事業は、一定期間に亘り履行義務が充足されます。このため、発生原価もしく

　はサービス提供期間等によって測定された進捗度を用いて、サービス提供期間に亘り収益を認識しております。

　プロダクト＆パッケージ事業や情報処理機器事業は、これらの製品が顧客に引き渡された時点に履行義務が充

　足されるため、製品が顧客に引き渡された時点で収益を認識しております。

　　取引価格は、製品またはサービスを顧客に提供することにより、当社が権利を得ると見込む対価に基づいて

　測定しており、値引き等は認識した収益の累計額の重大な戻入が生じない可能性が非常に高い範囲で収益を認

　識しております。対価の支払条件は、通常、製品またはサービスを顧客に提供した後、短期間で支払期日が到

　来し、契約には重要な金融要素は含まれておりません。

　　各事業における製品やサービスは、顧客の要望に応じて組み合わせて顧客に提供する取引も存在しておりま

　す。このような取引は、関連する契約を結合したうえで履行義務を特定し、特定した履行義務に取引価格を独

　立販売価格に基づき配分しています。

５．その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項

　　  ヘッジ会計の方法 ①ヘッジ会計の方法

　繰延ヘッジ処理によっております。

②ヘッジ手段とヘッジ対象

　ヘッジ手段･･･為替予約

　ヘッジ対象･･･外貨建金銭債務

③ヘッジ方針

　外貨建金銭債務の為替変動リスクを回避し、安定的な利益の確保のため、

　予定取引の範囲内でヘッジを行っております。

④ヘッジ有効性評価の方法

　ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象と

　ヘッジ手段の相場変動の累計を比較し、両者の変動額等を基礎にして判

　断しております。

（収益認識に関する注記）

収益の理解をするための基礎となる情報

　各事業における収益を理解するための基礎となる情報は「（重要な会計方針に係る事項に関する注記）４．収益及

び費用の計上基準」に記載のとおりであります。
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（会計上の見積りに関する注記）

１．関係会社株式の評価

　(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

　　　関係会社株式　27,900百万円

　(2) 計算書類等の利用者の理解に資するその他の情報

　　　　関係会社株式は、株式の実質価額と取得価額とを比較し、株式の実質価額が著しく下落している場合、当該

　　　会社の事業計画に基づく業績を踏まえ回復可能性を評価しております。また、M&A等により取得した一部の関係

　　　会社株式は、実質価額に当該会社の買収時の企業価値測定において算出された超過収益力等を踏まえて評価し

　　　ております。この場合、超過収益力の毀損の有無は、事業計画の達成可能性の影響を受けます。

　　　　事業計画は、売上高成長率、営業利益率等の見積りに基づき策定しております。

　　　　当該見積りの仮定が変更された場合、翌事業年度の計算書類において、経営成績等に影響を与える可能性があ

　　　ります。

２．市場販売目的のソフトウェアの評価及び自社利用ソフトウェアの減損損失

　(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

　　　ソフトウェア（ソフトウェア仮勘定を含む）　8,549百万円

　　　減損損失　　　　　　　　　　　　　　　　　　698百万円

　(2) 計算書類等の利用者の理解に資するその他の情報

　　　　市場販売目的のソフトウェアの評価の基礎となる見込販売期間における見込販売収益は、直近の受注状況及び

　　　顧客の投資計画等を考慮した販売計画に基づき見積っております。

　　　　自社利用のソフトウェアの減損損失の基礎となる将来キャッシュ・フローは、直近の受注状況及び顧客の投資

　　　計画等を考慮した販売計画又は、関連する部門の売上高成長率、営業利益率等に基づき見積っております。

　　　　当該見積りの仮定が変更された場合、翌事業年度の計算書類において、経営成績等に影響を与える可能性があ

　　　ります。

３．受注損失引当金

　(1) 当事業年度の計算書類に計上した金額

　　　受注損失引当金　32百万円

　(2) 計算書類等の利用者の理解に資するその他の情報

　　　　翌事業年度以降に発生が見込まれる損失額は、顧客と合意した価格を考慮した工事売価総額、及び案件の仕様、

　　　工期等を考慮して、直近の委託作業費等に基づき算定した工事原価総額を用いて見積っております。

　　　　当該見積りの仮定が変更された場合、翌事業年度の計算書類において、経営成績等に影響を与える可能性があ

　　　ります。

（貸借対照表に関する注記）

１．有形固定資産の減価償却累計額 2,507百万円

２．関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

　　短期金銭債権 61,998百万円

　　短期金銭債務 8,982百万円

（損益計算書に関する注記）

１．関係会社との取引高

　　売上高 67,060百万円

　　仕入高 12,313百万円

　　その他の営業取引高 9,540百万円

　　営業取引以外の取引高 12,809百万円
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（株主資本等変動計算書に関する注記）

１．当事業年度末における発行済株式の種類及び総数

　　普通株式 85,458千株

２．配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

　(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期になるもの

（税効果会計に関する注記）

　繰延税金資産の発生の主な原因は、未払賞与、退職給付引当金の否認等であり、繰延税金負債の発生の主な原因

は、その他有価証券評価差額であります。

　なお、繰延税金資産から控除した評価性引当額は2,926百万円であります。

（金融商品に関する注記）

１．金融商品の状況に関する事項

　　当社は、資金運用については、主に日立グループ・プーリング及び安全性の高い有価証券等を対象にしておりま

　す。

　　電子記録債権及び売掛金に係る顧客の信用リスクは、与信管理規定に沿ってリスク低減を図っております。

　また、投資有価証券のうち上場株式等については、四半期ごとに時価の把握を行っております。

　　デリバティブは、取引権限を定めた社内規定に従って行っており、またデリバティブの利用にあたっては、信用

　リスクを軽減するために、格付の高い金融機関とのみ取引を行っております。

２．金融商品の時価等に関する事項

　　2026年３月31日(期末日)における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。

　　現金及び預金、電子記録債権、売掛金、預け金、買掛金並びに未払金は短期間で決済されるため、時価が帳簿価

　額にほぼ等しいことから、注記を省略しております。

　(注)１．金融商品の時価の算定方法及び有価証券に関する事項

　　　　(1) 投資有価証券

　　　　　これらの時価について、上場株式は取引所の価格によっております。

　　　２．市場価格のない株式等の貸借対照表計上額は次のとおりであり、上表には含めておりません。

株式の種類 配当金の総額 基準日 効力発生日

2025年６月17日

株主総会

2025年10月23日

取締役会

24,601百万円　

決議

普通株式

10,836百万円　

計

2025年６月30日

2025年９月30日 2025年12月１日

2025年３月31日

普通株式

13,765百万円　

(単位：百万円)

科　目

貸借対照表

計上額

時価 差額

 (1) 投資有価証券

　 　その他有価証券 2,509　 2,509　 ─　

(単位：百万円)

科　目

貸借対照表

計上額

 非上場株式 3,772　

 関係会社株式 27,900　

株式の種類 配当金の原資 配当金の総額 基準日 効力発生日

2026年６月17日

株主総会

(注)特別配当100億円を含んでおります。

2026年３月31日

決議

普通株式 2026年６月30日利益剰余金

25,085百万円

(注)
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（関連当事者との取引に関する注記）

１．親会社及び法人主要株主等

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注)１．情報システム・ソフトウェアの開発等、電子計算機等の仕入等については、価格交渉により決定しており

　　　　ます。

　　２．日立グループ・プーリングの取引金額については、預入額と払出額の純額で記載しております。また、利

　　　　率については、市場金利を勘案し、合理的に決定しております。

　　３．ブランド価値使用料については、売上高に一定の料率をかけて算出しております。

　　４．グループ通算制度に関する債務の支払予定額であります。

２．子会社及び関連会社等

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注)情報システム・ソフトウェアの開発委託等については、価格交渉により決定しております。

３．兄弟会社等

取引条件及び取引条件の決定方針等

(注)電子計算機等の仕入等については、価格交渉により決定しております。

(単位：百万円)

種類

会社等の

名称

議決権等の

被所有割合

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

売掛金 13,743 

契約負債 9,102 

日立グループ・

プーリング (注)2

1,952 

受取利息 (注)2 130 

ブランド価値使用

料(注)3

2,796 

5,330 

関連当事者との関係

親会社 ㈱日立製作所

(被所有)

直接 100%

情報システム・ソ

フトウェアの開発

等及び販売用電子

計算機等の仕入等

813 買掛金

預け金 46,623 

未払金

情報システム・ソ

フトウェアの開発

等 (注)1

62,996 

電子計算機等の仕

入等 (注)1

3,795 

グループ通算制度

に伴う支払予定額

(注)4

3,375 

(単位：百万円)

種類

会社等の

名称

議決権等の

所有割合

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

親会社

の子会

社

Hitachi America,

Ltd.

なし

電子計算機等の仕

入等 (注)

9,005 買掛金 2,182 

販売用電子計算機

等の仕入等

関連当事者との関係

(単位：百万円)

種類

会社等の

名称

議決権等の

所有割合

取引の内容 取引金額 科 目 期末残高

子会社

㈱日立ソリューショ

ンズ・クリエイト

直接 100%

情報システム・ソ

フトウェアの開発

委託等 (注)

6,102 買掛金 1,918 

関連当事者との関係

情報システム・ソ

フトウェアの開発

委託等
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（１株当たり情報に関する注記）

１株当たり純資産額

１株当たり当期純利益

（その他の注記）

１．グループ通算制度の適用

      当社は、株式会社日立製作所をグループ通算親法人、当社をグループ通算子法人としてグループ通算制度を適用

　　しており、「グループ通算制度を適用する場合の会計処理及び開示に関する取扱い」(実務対応報告第42号2021年

　　８月12日)に従って、法人税及び地方法人税の会計処理又はこれらに関する税効果会計の会計処理並びに開示を

　　行っております。

２．記載金額は、百万円未満を切捨てて表示しております。

1,117円90銭

375円70銭
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